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理数系初年次教育の課題と進め方

1.はじめに

初年次教育は理工系でもほとんどの学部で

行われている(山田， 2012)。その内容は様々

であろうが，舘(2012)は["(中等教育までの)

段階の経験しか持たない初年次の学生が，初

めて高等教育に参入することによって経験す

ることの把握Jのもとに， ["初年次に用意され

ている学習と生活を成功裏に遂行できるよう

支援する特定の取り組みが，高等教育におけ

る『初年次教育』の位置づけJとする。河合

塾(2010)は学生の「態度変容」を初年次教育

の大きな目的のーっととらえる。大学教育は

学生の「態度・志向性」の一定の変容を前提

とするという立場から，教育を成功裏に享受

するための支援として位置付けられる。さて

同書は，理学系，法・政治学系では「学生の

態度変容」の得点率が他と比べて顕著に低い

とする。原因は「初年次教育への意識がまと

まらないJ["入学偏差値が比較的高しリので「ま

だ初年次教育への切迫感がうすいj と想定し

ている。しかし， ["医・歯・薬・保健」も偏差

値は十分高いが「学生の態度変容j得点率は

理系の 3倍近くある。根拠は疑わしい。

2.理教系科目の知識の特徴

これらの学部で扱う「知識」の性格は他と

異なる。法・政系はさておき，理数系の知識

の特徴は，1)事実上絶対的な根拠に支えられ，

2)根拠から揺るぎない論理性，構造と体系性

で構築され， 3)世界的に普遍的であると共に

必然的に抽象的であり， 4)幾重にも論理的に
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積み重ねることができ， 5)積み重ね・結合に

よって新しい知識を産出して現実世界と結び

ついて変化を世界にもたらし得る。

これらの特徴は，学習者にとっては大きな

障害物に転化する可能性がある。今日のユニ

ノミーサル・アクセス化した大学で、は，この知

識体系をそのまま教授したのでは，意味も意

義も理解できず，ネガティプな「態度・志向

性」を助長して終わりになる可能性すらある。

3.理教系初年次教育

理学系，あるいは理数系科目を必須の前提

とする専門教育を行う工学系では，このよう

な特徴を持つ知識と，その獲得や理解・活用

に必要な認知的能力の育成を支援することが

大学教育の課題になる。初年次教育において

必要な知識・認知能力を全て獲得することは

できないが，学習の心構えの構築や態度・志

向性の方向付けを支援する必要がある。

こういった教育は，伝統的に理工系学部の

初年次配当必修科目で行われてきた。数学や

自然科学の科目，演習科目では，高校で未習

の高度な知識を単純に伝授するのでなく，

様々な工夫によって一歩一歩認知的な能力を

育成する工夫を凝らしていた。伝統的なカリ

キュラムで名著といわれた教科書は，よくこ

の課題に応えていたといえる。基礎実験など

も，レポート作成能力等必須の能力を育てた。

ユニバーサル・アクセスの下での大学に於

いては，必要な知識や認知能力の水準自体が

変化することはやむを得ない面がある。しか
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し，それが大学教育と呼びうるものであるた

めには，入学者がもっ潜在的な知力を出来る

限り引き出し，自律的学習態度の育成など「態

度・志向性」の面で大きく成長させる必要が

ある。それでこそ，杜会人基礎力も育てるこ

とができる。

初年次に於いて，学習のこのような方向性

を支援すること。工学部を含む理数系の学部

での初年次教育は，この課題を必須のものと

して含むのではないか。大学にもよるが，い

かなる教育方法がその支援をなし得るのか，

改めて聞い直す必要がある。

4.北海道工業大学の場合

同大学では，新しい環境への慣れや大学生

としての生活態度を身につけさせる「ステュ

ーデント・スキルJ，学習方法を身につけさせ

る「スタディ・スキルJ，高校までの基礎学力

の不足を補う「リメディアル教育」を初年次

教育の内容とし，多彩なプログラムを用意し

ている。これらの取り組みによって， 1年次

留年率は漸減の傾向を見せており，初年次教

育は一応の成功を収めていると考えられる。

半面，入学時基礎学力の低い学生の 1年次の

成績が出ない傾向は十分払拭されていないと

の意見もあり，今後の取り組みが期待される。

5.金沢工業大学の場合

金沢工業大学では数理科目に関する初年次

教育に関して以下の取り組みを行っている。

(1)高校時代の学力不足の補完

入学時に金沢工業大学独自で作成したプレ

ースメントテストを行い学力別のクラスを編

成する。成績下位の基礎クラスについては，

授業時間以外に l時限(90分)の数理ミーティ

ングを実施し，高校時代の復習を含めた授業

理解プロジェクトを実施している。その他，

授業などで理解できない学生に対しては数理

工教育センターで学生の自由な質問に対応し

ている。

(2)数理に関する専門への橋渡し教育

金沢工業大学では専門教員との協力の下，

各学系の入学生に必要な数理教育をピックア

ップし，それぞれの学系に対応した数理教育

プログラムを実践している。また，用意され

た科目は 1)知識習得重視型， 2)課題探求型，

3)問題解決型， 4)専門連携型に分類し， 目的

に応じてアクティブラーニングの要素を取り

入れ入れながら，授業を実践している。

また各科目では専門的な思考を取り入れた

問題や課題を導入し，数理の知識に対する専

門の意識付けを行うとともに，専門科目への

スムーズ、な移行を行っている。さらに，科目

によっては時間外講義(Jプロ)を実施し，学

生の授業理解の向上に努めている。

6.議論のまとめ

以上に関する議論を行い，理数系の初年次

教育には，様々な課題があり，様々な教育方

法の開発・工夫が行われていることがわかっ

た。議論は十分できなかったが，教育の目標

としての評価規準の明確化や，学生が拒絶感

を起こさず，問題解決の意欲を自然に，自律

的に引き起こす現実志向の問題解決学習の教

材化も今後検討されねばならないであろう。
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